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2008年 6月 18日 

意見提出者 
                                                 （順不同、敬称略） 

提出者名 
(社)日本内燃力発電設備協会 
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2008年 6月 18日 
 

認定シンボル使用規定(JAB N410)に対するコメント 

コメント提出者
（敬称略） 

条項
No. 行 No. コメン

ト区分 コメント内容 提案 JAB事務局対応案 
（凡例 ○：採用、△：修正等、×：不採用） 

(社 )日本内燃力
発電設備協会 

附属書

Ａ－A3
3 ～ 5
行目 

Q 1)当協会の製品認証制度は、
JAB 認定範囲の認証製品
について「JAB認定シンボ
ル」を貼付しており、現在

まで、JAB認定シンボルに
ついて、他社の権利に影響

を与える虞等の問題や苦

情等の申し入れはない。 
2) JABの改定案は、「他社の
権利に影響を与える虞が

ある」と本協会又は機関が

・判断した場合は、「財団

法人日本適合性認定協

会」 
・判断しない場合は、

「JAB」 
であり、機関に対する要求

事項として、極めて曖昧で

ある。 
3)「JAB認定シンボル」の商

製品認証機関が使用する

「JAB認定シンボル」の認定
機関名称は、改定案のように

ケースバイケースではなく、

「JAB」又は「財団法人日本
適合性認定協会」を明確に規

定すべきである。  

△ ：修正等 
認定シンボルを製品に貼付する場合、他社の権利

に影響を与える虞の内容は製品毎に異なり、固有

の事情があることが多く、一律に規定することは

かえって、製品貼付に制約を加えかねない、と判

断した。したがって、製品貼付の場合は、別途、

認証機関と協議することにする。 
附属書 A A3 3 行目以降を以下のように修正す
る。 
「製品認証機関は、認証した製品への認定シンボ

ルの貼付を本協会が認めるとき、製品に貼付する

認定シンボルの取り扱いについて本協会と協議す

ることとする。」 
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コメント提出者
（敬称略） 

条項
No. 行 No. コメン

ト区分 コメント内容 提案 JAB事務局対応案 
（凡例 ○：採用、△：修正等、×：不採用） 

標所有権は、JABにあり、
「JAB」とするか「財団法
人日本適合性認定協会」に

するかは、JABで確定し、
機関へ指示をお願いした

い。 
  但し、日本語のフルネー

ムとした場合は、字数が多

すぎて使い勝手が悪いこ

とを申し添えます。 

 


